
 

 

 News Release 
2022 年 3月 30 日 

各 位                                    株式会社 三十三銀行 

 

中央建設株式会社との「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」契約締結について 
 

株式会社三十三銀行（頭取：渡辺 三憲）は、持続可能な社会の実現に貢献することを狙いとして、中

央建設株式会社（社長：長谷川 恭裕）と「ポジティブ・インパクト・ファイナンス（※）」契約を締結し

ましたのでお知らせいたします。 

本件の取り組みにあたっては、株式会社三十三総研（社長：山本 隆司）がインパクト分析・特定のう

え評価書を作成し、株式会社日本格付研究所がポジティブ・インパクト金融原則との適合性を確認しまし

た。今後も「三十三フィナンシャルグループＳＤＧｓ宣言」のもと、企業活動を通じてＳＤＧｓの達成に

貢献することで、持続可能な社会の実現に努めてまいります。 

（※） 企業活動が「社会・経済・環境」のいずれかに与えるインパクトを包括的に分析・特定し、ポジ

ティブインパクトが期待できる活動と、ネガティブインパクトを低減する活動を支援するもので、

借入人様によるＳＤＧｓ達成への貢献度合いを評価指標とし、借入人様から情報開示を受けながら

当行がその過程を定期的にモニタリングするものです。 

 

1. 融資概要 

(1) 契約日  2022年3月30日 

(2) 融資金額  100百万円 

(3) 期間  7年 

(4) 資金使途  運転資金 

2. 借入人概要 

(1) 企業名  中央建設株式会社 

(2) 所在地  三重県四日市市西坂部町3581 

(3) 事業内容  土木工事業、建築工事業 

 

1952年創業。東海エリアを中心に、道路や下水道など公共工事、宅地造成、大

型施設の建設工事を行う建設業者である。 

同社の事業部門は、コンクリート圧送・打設を行う打設部と、各種建設工事を

行う工事部に分かれており、各部門が幅広いニーズに対応可能な設備、人材を

備えている。 

特に、コンクリート圧送・打設を得意とし、全国トップクラスの規模を誇る。 

    
          ( コンクリートポンプ車の作業状況 ) 

(4) 従業員数  66名（2022年3月） 

(5) 資本金  94百万円 

(6) 売上高  2,448百万円（2021年7月期） 
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3. 特定インパクトと測定するＫＰＩ 

(1) 経済面 経済収束（ポジティブ） 

   

 ① 各種工事の施工を通じて、地域インフラの開発へ貢献 

・2029年までに、元請工事を56件受注する 

（過去7年実績：38件） 

② 様々な地域の圧送業者と人材交流を行い、業界全体の技術

力向上を図る 

・2029年までに、他地域の人材を42名受け入れる 

（過去4年実績：22名）  

(2) 社会面 

 

教育（ポジティブ）、雇用（ポジティブ） 

  

① 業務に関連する資格について、過去問題や論文の添削など

のサポートを行うことで資格者数を増加させる 

・2029年までに、登録コンクリート圧送基幹技能者を5名増加

させる 

・2029年までに、1級コンクリート圧送施工技能士を10名増加

させる 

・2029年までに、1級土木施工管理技士を2名増加させる 

・2029年までに、1級建設機械施工技士を2名増加させる 

保健・衛生（ネガティブ）、雇用（ネガティブ） 

  

① 安全パトロールの実施や、安全具や空調服の支給を行うこ

とで、職場の安全・衛生管理を徹底し労働災害を抑制する 

・重大な労働災害を0件とする 

(3) 環境面 大気（ネガティブ） 

   

 ① 車両からの大気汚染物質の排出を抑制するため、クリーン

ディーゼル車両を導入する 

・2029年までに、クリーンディーゼル車両を10台導入する 

 
4. お問い合わせ先 

 (1) 三十三銀行 

 担当部署  ソリューション営業部  営業企画部 

 担当者 前澤  中尾・松山 

 連絡先 059-354-7144  059-354-7120 

 (2) 三十三総研 

担当部署  調査部  コンサルティング部 

 担当者 古川  福井 

 連絡先 059-354-7102  059-351-7417 

以 上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポジティブ・インパクト・ファイナンス評価書 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年 3月 30日 

株式会社三十三総研 
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三十三総研は、三十三銀行が、中央建設株式会社に対してポジティブ・インパクト・ファイナンス

を実施するにあたって、中央建設株式会社の活動が、環境・社会・経済に及ぼすインパクト（ポジ

ティブな影響およびネガティブな影響）を分析・評価しました。 

 分析・評価にあたっては、株式会社日本格付研究所の協力を得て、国連環境計画金融イニシア

ティブ（ＵＮＥＰ ＦＩ）が提唱した「ポジティブ・インパクト金融原則」及びＥＳＧハイレベル・パネル設

置要綱第２項（４）に基づき設置されたポジティブ・インパクト・ファイナンスタスクフォースがまとめ

た「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則ったうえで、中小企業※１に対するファイナンスに

適用しています。 

※１ ＩＦＣ（国際金融公社）または中小企業基本法の定義する中小企業、会社法の定義する大会社以外の企業 
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１．評価対象の概要 

企業名 中央建設株式会社 

借入金額 100,000,000円 

資金使途 運転資金 

契約日及び返済期限 2022年３月 30日 ～ 2029年３月 30日 

 

２．中央建設株式会社の概要 

２－１．基本情報 

本社所在地 三重県四日市市西坂部町 3581 

営業所 名古屋営業所（愛知県津島市）、伊勢営業所（三重県伊勢市） 

従業員数 66名（2022年３月） 

資本金 94百万円 

業種 土木工事業、建築工事業 

主要取引先 【主な工事受注先】 

国、都道府県、市町村等の官公庁、㈱大林組、鹿島建設㈱、㈱竹中工務

店、大成建設㈱、清水建設㈱、㈱フジタ、五洋建設㈱、飛島建設㈱ 他 

沿革 昭和 27年  四日市市尾上町に中央建設株式会社を設立 

         代表取締役に宇佐美 研三氏が就任 

昭和 38年  代表取締役に水谷 輝夫氏が就任（宇佐美氏と共同代表） 

平成元年   代表取締役に松岡 博氏が就任 

平成 02年  代表取締役に長谷川 員典氏が就任 

平成 16年  本社を現在の四日市市西坂部町へ移転 

         名古屋市緑区に名古屋営業所を開設 

平成 18年  伊勢市馬瀬町に伊勢営業所を開設 

平成 25年  長谷川 恭裕氏が代表取締役社長に就任 

平成 25年  長谷川 員典氏が代表取締役会長に就任 

平成 29年  名古屋中小企業投資育成株式会社より出資を受ける 

令和 03年  名古屋営業所を現在の津島市莪原町へ移転 
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２－２．事業内容 

中央建設株式会社（以下、中央建設）は三重県四日市市に本社を置き、東海エリアを中心

に、道路や下水道など公共工事、宅地造成、大型施設の建設工事を行う建設業者である。 

同社の事業部門は、コンクリート圧送・打設を行う打設部と、各種建設工事を行う工事部に

分かれており、各部門が幅広いニーズに対応可能な設備、人材を備えている。 

特に、コンクリート圧送・打設を得意とし、全国トップクラスの規模を誇っている。同社は、多

様なコンクリートポンプ車、コンクリートディストリビューターを保有しており、高強度コンクリー

ト、高層圧送、長距離圧送施工など幅広いニーズに対応している。 

業界内の知名度も高く、前会長が（一社）全国コンクリート圧送事業団体連合会会長を務め

るなど、リーディングカンパニーとして業界をけん引する役割を担っており、全国の圧送業者と

の人材交流も積極的に行っている。 

 

 

 打設部では、小型 4ｔ車から大型 47ｍブーム車、長距離配管用の高圧ポンプ車など多数のポ

ンプ車を保有しており、突貫工事、大型ショッピングセンターや高層ビル工事等を行っている。 

 

【施工実績】 

 ＜建築工事＞ 

キオクシア四日市工場 建設工事          （三重県四日市市） 

三井住友不動産ららぽーと東郷 新築工事    （愛知県愛知郡東郷町） 

イオン津南               新築工事      （三重県津市） 

四日市中央緑地新体育館  新築工事      （三重県四日市市） 

ＪＰタワー                新築工事      （愛知県名古屋市） 

グローバルゲートタワー    新築工事      （愛知県名古屋市） 

＜土木工事＞ 

中央新幹線         非常口新設工事 

武豊火力発電所     土木工事           （愛知県知多郡武豊町） 

北陸新幹線       各所上部工事 

東海環状自動車道   各所上下部工事 

新東名高速道路     各所上下部工事 

新名神高速道路     各所上下部工事 

 

 

 

 

 

 

打設部 
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【保有機器】 

＜コンクリートポンプ車＞  全 35台 

メーカー 台数 
ブームの 

長さ（ｍ） 

排出量             

（㎥/ｈ） 

排出圧 

（Ｍpa） 

ＥＶＥＲＤＩＧＭ 15台 26～47 110～160 7～22 

べトンスター 1台 37 140 8.1 

プツマイスター 3台 36 68～160 8.5～22 

極東開発工業 16台 17～28 50～135 1.8～13 

＜コンクリートディストリビューター＞  全 3台 

メーカー 台数 
ブームの 

長さ（ｍ） 

ブームマキナ 2台 18～32 

プツマイスター 1台 13 

＜定置式コンクリートポンプ＞   

メーカー 台数 排出量 
コンクリート 

圧力 

ＥＶＥＲＤＩＧＭ 1台 100 ㎥/ｈ 150bar 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリートポンプ車 

コンクリートディストリビューター 


